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第５８回（令和４年）県民功労者表彰受章者 

 

事  績  概  要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注）受章者の年齢については、受章日（令和 4 年 4 月 14 日）現在で表記しています。 
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事 績 概 要 

 

 

 

地方自治功労 

 

藤田 正美 
 

  伊勢市  ７０歳 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

氏は、平成三年四月、地域住民の推挙により、三重県議会議員に初当

選してから連続五期二十年の永きにわたり、住民の信望を一身に集め、

県政の推進と県民福祉の向上に献身的な努力を重ね、地方自治の発展に

寄与した。 

この間、厚生常任委員長、水資源対策特別委員長、土木常任委員長、

総務企画常任委員長等の要職を歴任し、成人病予防対策などの保健医療

行政をはじめ、産業廃棄物にかかる税の新設の検討から導入、地震対策

などの防災対策の推進、公共事業のコスト縮減への取組とともに入札・

契約制度のさらなる改革、三重県における長期総合計画に基づく実施計

画の推進など、委員長としての手腕を余すところなく発揮し県政推進に

多大な貢献をした。 

さらに、平成十八年五月から翌年四月まで、県議会議長として、卓越

した識見と情熱をもって円滑な議会運営に尽力した。 

このほか、四日市港管理組合議会議員、国土利用計画地方審議会委員、

屋外広告物審議会委員に就任し、豊富な経験と情熱をもって各分野にお

いて的確な指針と助言を与えた。 

このように、氏の地方自治の振興発展に寄与した功績はまことに顕著

である。 
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事 績 概 要 

 
 

 

文化功労 

 

橋本 三重子 
     

  津市 ８６歳 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

氏は、昭和五十年から橋本綵可氏に師事し、日本画の彩潮会に入門。

昭和五十九年には、津市の友好都市である江蘇省鎮江市を親善訪問し、

その後、津市・鎮江市芸術文化交流協会会長として鎮江市との交流を重

ねた。また、ドイツ、ケニア等で開催された国際的な美術展への出品や、

フランス、モロッコ等で個展を開催するなど、日本画を通じて日本文化

を発信し、国際交流の一翼を担ってきた。 

フランス芸術家協会主催の国際公募展「ル・サロン」では、銀賞、銅

賞を含めて十三回の入賞、入選を果たし、平成十七年に永久会員となっ

た。その他にも、日展、日春展、世界基準国際芸術文化協会認定・国際

芸術文化賞をはじめ、国内外で数多くの入選、受賞歴を有する。また、

書道においても、三重県書道連盟展の特別賞をはじめ、毎日書道展、読

売書法展などで入賞、入選を果たし、三重県書道連盟理事として、書道

芸術の振興にも尽力している。 

さらに、三重県生涯学習センターや三重県教育文化会館の講師を務め

るほか、平成十八年からは彩潮会の主宰となり、後進の指導に当たり、

子弟から、ル・サロン、日展、日春展、県展等に入賞者、入選者を輩出

している。 

このように、氏の芸術文化の振興発展に寄与した功績はまことに顕著

である。 
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事 績 概 要 

 

 

 

保健衛生功労  

 

吉田 壽 

 
   津市  ８５歳 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

氏は、昭和五十五年四月に津地区医師会理事に就任以来、平成二十九

年六月まで三十七年の永きにわたり、医師会役員として、保健・医療・

介護等の充実と発展に努めるとともに、同医師会の更なる発展に大きく

寄与した。 

この間、津地区医師会館の建設や三重看護専門学校の開設等に尽力す

るとともに、平成十六年四月からは津地区医師会会長として、医師会事

業の遂行について精力的に取り組み、特に津市の救急医療体制の構築に

おいては、組織の要として献身的な活躍をしてきた。また、医師会立と

して県内初となる訪問看護ステーション及び在宅介護支援センターの開

設に尽力し、医療のほか介護保険の分野に活動の場を拡げ、津市の介護

保険事業の発展にも寄与した。 

さらに、三重大学医学部五十周年記念事業の一環として、平成五年の

公益財団法人三重医学研究振興会設立に傾注した。設立後は、二十年に

わたり理事長として、県内の医学研究の進展と医療の向上のための優秀

で有益な研究に助成し、研究成果の中には「Ｎａｔｕｒｅ」、 

「Ｓｃｉｅｎｃｅ」等に掲載された、優れた論文も見られる。 

このように、氏の医療の振興発展に寄与した功績はまことに顕著であ

る。 
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事 績 概 要 

 

 

 

保健衛生功労  

 

濵田 正行 
 

津市 ７７歳 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏は、平成八年五月に社団法人三重県病院協会理事に、平成二十二年五

月に理事長に就任し、平成三十年まで二十二年の永きにわたり、県内の医

療政策の推進、地域医療の充実に献身的な努力を重ねた。 

理事長就任後は、特に県内の救急医療の充実に尽力した。伊賀地域にお

いて、二次救急患者の受け入れが困難となった際は会員病院に協力を要請

して、受入協力体制を維持し、東紀州地域における医師不足に対しては、

県内北勢・南勢医療圏から東紀州地域に医師の応援派遣を行うなど、医療

過疎地域における住民の安全・安心の確保に尽力した。また、三重県医療

審議会委員のほか、救急医療部会ドクターヘリ導入検討分科会などの専門

分科会の委員等に就任し、行政・三重県医師会・三重大学等の医療機関と

連携し、各分野で的確な指針と助言を与えた。 

さらに、三重県厚生農業協同組合連合会鈴鹿中央総合病院院長として、

鈴鹿市における二次救急医療の基幹病院としての重責を担うほか、三重県

厚生農業協同組合連合会看護専門学校校長として、看護師の育成にも尽力

した。 

このように、氏の医療の充実に寄与した功績はまことに顕著である。 
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事 績 概 要 

 

 

商工業功労  

 

岡本 直之 
 

名張市  ７５歳 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

氏は、平成二十二年十一月に津商工会議所の副会頭に就任して以来、高

い指導力と堅実な実行力により、津商工会議所会頭、三重県商工会議所連

合会会長など、経済団体の要職を数多く務め、地域経済の活性化と地方創

生に多大な貢献をした。 

少子高齢化が進む国内市場において、国際展開を積極的に図っていく必

要があるとの考えから、三重県商工会議所連合会では初の取組となる海外

との協定として、台湾貿易センターと連携促進に係る協定を締結するとと

もに、三重県から台湾・タイに進出している現地企業への訪問、タイパタ

ヤ東海岸ゴルフ協会との交流、三重県スペイン経済交流ミッションへの参

加など、海外交流に尽力した。 

また、三重県経営者協会の会長として、低迷していた三重県の障がい者

雇用率の改善に向け、障がい者の一般就労だけでなく、障がい者を取り巻

く地域全体がステップアップすることをめざしたステップアップカフェ

の設立準備に熱心に取り組んだほか、三重交通グループホールディングス

株式会社では、代表取締役社長、代表取締役会長を務め、旅客輸送業・観

光産業を通じた地域の活性化、地域への社会貢献活動を積極的に行ってい

る。 

このように、氏の商工業の振興発展に寄与した功績はまことに顕著であ

る。 
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事 績 概 要 

 

 

 

商工業功労  

 

 佐藤 信義 
 

  桑名市 ８７歳 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏は昭和五十四年四月に桑名商工会議所副会頭に就任して以来、積極

的に若手経営者や後継者の育成に取り組み、現在でも積極的に地域活性

化に取り組んでいる青年部の設立に寄与するなど多大な成果をあげた。 

平成十三年に桑名商工会議所会頭に就任後は、積極的に新規事業を展

開した。早朝相談や夜間相談にも取り組み、正副会頭が直接出向いて、

会員企業の抱える諸問題に真摯に対応するなど、小規模事業者の支援を

実施し、融資実績を上昇させるなど、地域の産業、経済の発展に大きく

寄与した。 

また、サンジルシ醸造株式会社の九代目社長として、消費者のし好を

敏感に捉えた商品開発に注力した。アメリカに現地法人を設立し生産拠

点を建設したことにより、たまりしょうゆはアメリカさらにはヨーロッ

パにも浸透し、日本をはじめ世界の食文化の向上に貢献した。 

さらに、三重県食品衛生協会桑員支部長や、桑名市物産振興協会会長、

三重県教育委員会委員長、三重県警察本部公安委員会委員長なども歴任

し、商工業の分野のみならず、県民の生活に関わる幅広い分野に積極的

な提言を行っている。 

このように、氏の商工業の振興発展に寄与した功績はまことに顕著で

ある。 
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事 績 概 要 

 

 

 

林業功労  

 

 黄瀬 稔 
 

  松阪市 ７６歳 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏は、昭和三十九年木材業に従事して以来、今日まで五十八年の永き

にわたり木材業界の組織強化、木材の需要拡大、後継者の育成など木材

産業の振興発展に多大な貢献をした。 

この間、松阪地区木材協同組合理事長、三重県木材組合連合会会長、

三重県木材協同組合連合会理事長、三重県中小企業団体中央会副会長等

の要職に就き、県産材の需要拡大を図るため、県産認証材「三重の木」

の普及啓発、木材の良さの積極的なＰＲ事業の推進に尽力するとともに、

公共建築物の木造化や内装の木質化を推進するなど、林業・木材産業の

基盤強化に努めてきた。 

また、代表取締役社長を務める株式会社オオコーチは、県内でいち早

く製材のＪＡＳ（日本農林規格）認証工場となり、品質、性能の保証さ

れたＪＡＳ製品の製材や加工技術が高く評価され、平成十一年には木材

業界では全国で三例目となる天皇杯を受賞するなど、地域同業者の模範

となって業界の振興に尽力した。 

さらに､林業・木材製造業労働災害防止協会三重県支部長として､林業

や木材製造業の労働災害の未然防止と労働安全衛生の向上にも尽力した｡ 

このように、氏の木材産業の振興発展に寄与した功績はまことに顕著

である。 
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事 績 概 要 

 

 

 

交通安全功労  

 

 前田 廣行 
 

  鳥羽市 ８３歳 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

氏は、平成三年、鳥羽地区交通安全協会理事を皮切りに、同協会常任

理事、同協会副会長、同協会会長を歴任し、平成三十一年に同協会顧問

に就任した。また、平成二十三年には三重県交通安全協会評議員、平成

二十五年には同協会理事、平成二十九年には、同協会副会長に就任し、

地域の交通安全活動に献身的な努力を重ねてきた。 

この間、毎月「交通安全の日」・「横断歩道“ＳＯＳ”の日」における

横断歩道“ハンドサイン”キャンペーンの推進や児童生徒及び高齢者に

対する街頭啓発、ハンドルキーパー推進活動、「夕焼け小焼けキャンペ

ーン」を企画し実施するなど、交通安全諸対策を積極的に推進するとと

もに、警察署や地域と連携した交通安全啓発に取り組んだ。 

また、平成二十五年から令和元年まで鳥羽市交通対策協議会会長とし

て鳥羽市内における通学路等の危険箇所の把握を行った上、道路管理者

等と連携し危険箇所の改善に努める等、地域における交通安全活動の振

興に尽力した。 

このように、氏の交通安全の普及活動を通じて、交通事故防止に寄与

した功績はまことに顕著である。 


